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COVID-19
対策情報

地方独立行政法人　岐阜県立下呂温泉病院

-(指定なし) 新型コロナウィルス感染症指定医療機関等 病床数 206 床

なし

有 病室陰圧化対応

有 専用病棟化対応（準備している）

RC造、一部PC造/免震

有

- 院外区画対応

岐阜県下呂市森2211
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19605.17

株式会社　安井建築設計事務所、株式会社　熊谷設計

岐建　株式会社、株式会社　市川工務店、株式会社　中島工務店、飛騨建設　株式会社

情報シート集2015掲載

経　　　　　緯

飛騨圏域内及び他圏域の陽性患者（いずれも軽症患者を想定）の受け入れ対応として、新型コロナウイ
ルス専用病棟の設置・準備を行なっている。

病室陰圧化対応

全室個室となっており、各個室の給排気のうち、給気側ダクトを絞り込むことで病室の陰圧化を図る計
画としている。

専用病棟化対応

１病棟を新型コロナウイルス専用病棟とするよう準備している。

院内区画対応

2台ある患者搬送用エレベーターの1基を新型コロナウイルス専用とすることで専用経路を確保してい
る。
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2020/XX/XX

院外区画対応

患者の出入りがないスタッフサービス用出入口を専用出入りとし、他の出入口から距離を置いた形状と
している。

追 記 事 項 等

図面等

1階感染用診察エリアにてPCR検査、数十件実施しているがすべて陰性。今のところ県からの要請もな
く、圏域内においても陽性患者は発生していないため、予定している病棟は通常運用をしている。



東4病棟を新型コロナ感染症対応の病棟とする。

配置図

患者が出入りする玄関や職員用出入口、
サービス搬入口とは別の出入口を確保
する。霊安及びゴミの出入口を感染者
用出入口に設定。

主玄関：1階 救急・時間外：1階

透析・健診：2階

厨房搬入：2階

職員・サービス：2階

感染者用：2階

感染外来（PCR検査用)：1階

発熱外来用の診察エリアと専用出入口
をコロナ対策用診察及びPCR検査のた
めに使用。



換気ダクト系統図

東４病棟の外調機は食堂・EVホール、機械浴室にも
空気を供給している。そのため、東４病棟の外調機
は空気が食堂に逆流しないように24時間稼働させる

OA：給気
SOA：外調機外気
外調機

東４病棟



EV4を感染専用
EVとする。

ビニルカーテン
で区画を行う

4階平面図

■設備計画について
・病棟の空調は各階、東西で給排気は別系統。
・１つの病棟を感染症病棟として利用する場合、共用廊下の東西を物理的にビニルシート等で分断し、
人の動きによる廊下でのコンタミネーションの可能性を低減。

・病室への給気量を絞ることで緩やかにスタッフステーションよりも病室側が陰圧となり、感染リスクは低減
される。東4病棟全体の給気量も減るので、西4病棟への空気流入のリスクは減る。



4階換気ダクト平面図
病室の給気ダクトを絞り込む
ことで、病室を陰圧にする。

SOA：外調機外気
EA：排気
外調機

こちらの中庭に病棟の排気が排出されて
いる。3階、5階の病棟で窓を開けない。

空気の流れ



第１段階 (4床)
受入れエリア

ビニルカーテン
で区画

4階東

第２段階 (5床)計9床

第３段階 (5床)計14床

第４段階 (5床)計19床

第６段階 (4床)計28床

第５段階 (5床)計24床

第７段階 (5床)計33床

看護師専用休憩更衣エリア
（特床室のWC、シャワー利用）

¥¥

コロナ対応病棟の運用

第2段階にてビニル
カーテンで区画

ビニルカーテン
で区画

デイルームとして利用

・スタッフステーションと対話できるモニタ
・リカバリールームのため重症化した患者へ
の対応をする部屋にもなる

WC

全受入れエリア内にWC、全個室。
第1段階は見守りエリアであった
ため廊下の扉をそのまま活用。



2階平面図

感染者搬送
ルート

・病棟へ移送する場合、できるだけ最短で病室まで行けるルートを想定。
・2階霊安側のサービスヤードを利用することで、一般利用者との接触が軽減。
・いままで利用していたサービス動線については、医局側からの出入口を利用することも可能。
・病棟までのエレベーターについては、寝台利用を想定した場合４号機。
4号機は専用エレベーターとして2階と4階のみ止まる運転とする。
・3号機は2階には止まらないようにし、手術でストレッチャー移動する場合のみ2階で止める利用をする。
・2階での感染者搬送ルートについては、EV３からの手術用動線は通る。スタッフが付き添ってのストレッ
チャー移動のみ通行かとしなければならない。

サービス動線

EV4を感染専
用EVとする。

ビニルシートで
区画を行う

手術動線のため立入
禁止表示のみか？



搬入経路に面した扉
EA：排気
搬送EV

２階換気ダクト平面図
換気を稼働させ続ける配慮と排気が
ある外壁の窓を開けない配慮が必要



1階平面図

・外来での対応（PCR検査等）が必要な場合、時間外出入口の西側にある発熱外来の出入口を利用。
待合に収納されている扉を閉鎖することで、他の患者と待合スペースを分離する運用が可能。

外来と区画できる
発熱外来出入口を
利用。

待合に収納されて
いる扉で閉鎖可能


